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文教警察委員会における審査等
とう

の概要と結果につい

て御報告いたします。 

 今回、当委員会に付託されました案件は、第164号議

案「平成26年度静岡県一般会計補正予算」外５件であ

ります。 

 最初に、公安委員会関係から申し上げます。 

 まず委員から、議案第182号に関し、本県の犯罪被害

者等支援条例の特徴と条例制定後の取り組みについて

ただしたところ、当局から、本県条例の特徴としては

家事や育児などの日常生活の支援に関する規定を設け

たほか、重大な事件が発生した場合に犯罪被害者等を

緊急に支援する態勢の構築や、学校における犯罪被害

者等に関する教育の推進について規定した点が挙げら

れる。条例制定後は県民の理解の促進が重要であるこ

とから、広報啓発活動を通じて支援意識の浸透を図り、

社会全体で犯罪被害者等を支援する機運を醸成してい

く。また、支援推進計画の策定や総合的対応窓口の全

市町への早期設置により、関係機関が連携し、犯罪被
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害者個々の事情に応じた支援が推進されるよう努めて

いくとの答弁がありました。 

次に、スクールサポーター制度の概要と活用状況に

ついてただしたところ、同制度は学校指導で対応でき

ない教師への暴力や犯罪として対応すべき悪質ないじ

め等が発生している学校現場の支援として、警察ＯＢ

が学校訪問を通じて児童生徒の問題行動への対応や指

導、教員との情報交換や助言などの活動を行うもので

ある。昨年２月、県内100校に対して行ったアンケート

結果によると全体の約６割の学校がスクールサポータ

ーを活用しており、効果があると評価された。学校か

らは訪問回数を増やしてほしい等の要望もある中、い

まだ配置されていない警察署があることから、今後の

配置体制について検討していくとの答弁がありました。 

 そのほか、●不要不急の１１０番通報への対策とそ

の効果、●高齢者に対する自転車の安全運転教育の必

要性、●特殊詐欺の被害防止に向けた迷惑電話チェッ

カーの実証実験の概要などについても質疑等がありま
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した。 

 次に、教育委員会関係について申し上げます。 

 議案第164号に関し、埋蔵文化財センターに係る設計

業務の変更理由と補正額の内容についてただしたとこ

ろ、移転先である旧庵原高校校舎の劣化に対応する措

置や展示施設の設置に伴う見直し等により、年度を越

える委託契約が必要となったため、債務負担行為の設

定と本年度予算の減額を行うものである。減額する金

額に比べて債務負担行為の予定額が少ないのは、工事

方法や整備内容を精査したためである。なお、開所時

期への影響はなく、当初の予定どおり平成28年度に開

所するとの答弁がありました。 

 次に、全国体力･運動能力調査の結果とその評価につ

いてただしたところ、総合計画後期アクションプラン

における数値目標では、新体力テストで全国平均を上

回る種目の割合を100％としているが、現時点では目標

を達成していないため評価は C となっている。今回は

小学５年生男子のボール投げの結果が全国最下位とい
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うことが大きく報道されたが、基本的には個人がどの

程度伸びているかという評価が重要であると考えてい

る。静岡県では小学校よりも中学校で全国順位が高い

という傾向があり、小学校ではバランスの取れた成長

を大事にし、中学校で伸びるという育て方をこれから

も大切にしていきたいとの答弁がありました。 

そのほか、●運動部活動の指導改善等の取り組みと

課題、●静岡県家庭教育支援条例の周知と実効性確保

のための取り組み、●低迷する国民体育大会の成績を

踏まえた競技力の向上策、●補助教材の作成等におけ

る教職員関与のあり方と対価の内容などについても質

疑等
とう

がありました。 

 以上が当委員会における審査等
とう

の概要でありますが、

結果といたしましては、議案第164号、第173号、第174

号、第182号、第188号及び第196号は全員一致をもって、

それぞれ原案どおり可決すべきものと決定しました。 

 以上で委員長報告を終わります。 


